
 

 

 

 

 

 

 

 かんがえよう 描いた人の思い！ 

 学校だよりの前号で、廊下歩行のポスターを描いてくれた人の思いを募集したところ、１年生から

６年生まで、２０人を超える子どもたちが返事をくれました。その一部を紹介します。 

 

① について                  

 ・ろうかを歩いてほしいというねがい（あやの） 

 ・イラストを大きくして、走っちゃダメということを伝えようとした（りおん） 

 ・１年生でも走っちゃいけないってわかるから、いいと思う（らいむ） 

② について                

 ・けがをしてほしくないから（りん） 

 ・みんなにけがをしないようにしてほしいという思いやねがい（かえみ） 

 ・ひらがなで大きく分かりやすい文字でかいているから、 

ろうかは走ったらダメなのがよく伝わる（らいき） 

③ について 

 ・すごくいいとおもった（あおと） 

 ・あんぜんのため（しおり） 

 ・ろうかをしずかに歩いて、あんぜんを保つために（イザべリ） 

 

 ポスターを描いた本人にも、込めた思いを聞いてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポスターを描いた人もそれを見た人も、みんなの思いが行動にあらわれてほしいと願っています。 
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お返事をくれた 

みなさん 

考えてくれて、

どうも 

ありがとう 

① 廊下を走らないというのは、生活の基本だよ、ということを伝えたかった。(ゆうな) 

③ 廊下を走ったら、ぶつかったり転んだりすることもある。歩いた方が安全だよ、という

ことを伝えたかった。（右側を静かに歩くという）安全な歩き方も伝えたかった。（のあ） 

 

② みんなにけがをしてほしくないから、廊下を歩いてほしい、という願いを込めた。（ゆい） 


